様式第２号－１
新庄市卓越技能者表彰候補者推薦書
令和　年　　月　　日

新庄市長　山科　朝則　殿

  　　　　　　　　　　　　　　　推薦団体又は推薦者　　　　　　　　　　　

所在地又は住所　新庄市沖の町10番37号　　 　
団体名、職氏名　○○組合　組合長　○○○○　㊞
	職　業

作　業
	板大工
	経　　歴
	在職期間

	ふりがな
	ぎのうしゅういち
	○○高等学校入学
○○工務店に見習いとして修行
○○工務店に職人として勤務
◇◇工務店を設立、板大工として独立
現在に至る
	自
	至
	期間

	氏　　名
	技　能　秀　一
	
	昭29年
昭32年
昭37年
昭47年
	昭32年
昭37年
昭47年
令3年
	3年
5年
10年
49年

	生年月日

性　　別

年　　齢
	昭和１３年４月１０日
男
８６歳
	
	
	
	

	最終学歴
	○○高等学校
	
	
	
	

	本 籍 地
	○○市○○○町○○○番地
	
	
	
	

	ふりがな
	　　し　　　まち　　ばんち
	
	
	
	

	現 住 所
	新庄市○○○町○○○番地
	
	
	
	

	就業地
	事業所名
	○○工務店
	企業全体の従業員数
	
	
	
	

	
	
	
	５人
	
	
	
	

	
	所在地
	○○市○○町○○番地
	
	
	
	

	免　　許　　資　　格
	
	
	
	

	免許　資格等名
	伝統工芸士
	現地位・職名
	職務内容

	取 得 年 月 日
	昭和３０年５月３１日
	店長
	板大工


様式第２号－２
	卓越した技能の概要（推薦理由）

	技能の概要
	功績、貢献の概要
	後進指導育成の概要

	本場米琉の板締小絣の独特な柄は板締そそぎ染法という先染によることが特徴でその基礎となる模様図を案出し、その図案を元に板に溝を彫り糸を巻きつけ、何枚かを重ねて染色する技能を持つ。
図案から板に彫り出す技術は高く評価されているが、特に模様の図案において先染した一本一本の糸を合わせた織物を着物に仕立てた時の模様と同じくする技能は抜群である。


	永年板大工の技法を受け継ぎ手作業によって模様の鮮明さを保ち、伝統的な地風を守り育てながら技能を伝えるべく後進の育成に努めている。
現在、板締絣という特殊技法を用いる板大工として伝統的技能の保持者であるとともにその特殊技法は全国においても比べるものもなく、また地域の発展に貢献したことにより、市指定の無形文化財保持者に指定されている。
	戦時中製造が中断したため、熟練工が不足し、また、板大工はもちろん織工自体が未熟であるため種々模様のくるいが大きく、新柄模様の構成も困難であった。その修正のかたわら、織工の技術指導に当り、数々の新柄も発表した。地味な仕事の上相当の熟練を要するため、後継者さがしには苦慮したが、技術の重要さを考えて自分の息子を指導育成し、各種の表彰を受けるまでに成長している。

	現 役 性
	高齢者にかかわらず◇◇一円のほか、県内の織物業界から注文を受け貴重な存在として活躍中である。


	主な作品
	１米琉板締小絣
２白鷹板締小絣
３色緯縫分紅花絵巻文様倭錦絣
	昭和４０年１０月２５日製作（別添資料１）

昭和４３年　１月１８日製作（別添資料２）

平成　４年　３月　３日製作（別添資料３）


(注)　○　６月１日現在の内容とすること。ただし、６月１日以後において記載内容に異動があるときは、当該異動があった日現在とする。
　　　○　勲章、表彰等をすでに受賞している場合は、その名称、交付年月日及び交付者職氏名を記載すること。

　　　○　職歴は簡潔に、卓越した技能の概要はできるだけ詳しく具体的に記載すること
資 料 １（ 例 ）
令和○○年○○月○○日
	写　　　真



　　昭和４０年１０月２５日製作
　　米琉板締小絣
	写　　　真



　　○○○○において製作中である。（令和○○年○○月○○日現在）
記載例





提出日をご記入


ください。





記載例








